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(一)ア イ ツヴ ォグ教 授談話

筆者 は2005年9月5日(月 曜 日)、 イ ンゲ ・ア イ ツ ヴ ォグIngeEidsvag教 授 を所 属 の ナ

ンセ ン校 に訪 問 し、概 ね12時30分 一2時 の1時 間半 、 主題 に関 して質 問 し応 答 を頂 い た。

ナ ンセ ン校Nansenskolen-Norskhumanistiskakademi(ナ ンセ ン ・ノル ウ ェー 人文 専 門

学 校)は 、 オ ス ロ か ら鉄 道 で 約2時 間 の ス キ ー の ジ ャ ン プ台 で 有 名 な リ リハ ンメ ル 市

Lillehammerに あ る生徒 数 約70人 の料 理専 門学校 で あ る。

ア イ ツ ヴ ォグ教 授 は歴 史専 攻 に発 し、今 は倫 理教 育 ・宗教 教 育専 門家 で あ り著作 も多 い 。

同時 に社 会 的 活動 家 で あ りイ ン タビュ ー前 日に コ ソボ の和解 活 動 か ら帰 った ばか りだ っ た。

近年 の 著 作 に下 記 等 が あ る。 ①llivetslabyrint,19960Lceyeyen,200003Narlivetkaster

skygger,2002●Forunderligeoyeblikk,2003⑤Dθ"go4θ1α ヲ787〃 勿094∫ 肋 勿9,2005

⑥MENNESKEFORST!,2004。 ① ～⑤ はCappelen社 の発 行 、 ⑥ は 中央 政府 部 局 で あ る

教育 管理 庁Utdanningsdirektoratet(注1)か らの発 行 で あ る。 教育 管 理庁 は従 前 の教 育研 究

省UFD(Utdannings-ogforskningsdepartementet)の 権 限 か ら概 ね初 等 中等教 育 の管理 ・

研 究権 限 を委任 され て設置 された 部局 で あ る。 しか も教 授 は2005年8月20日 、 後述 す るキ

リス ト教 宗教 人生 観科 目fagetkristendoms-,religions-oglivssynskunnskap(略 称KRL)に 関

して教 育管 理 庁 主催 の全 国研 究大 会 で基 調 講 演 を してお り教 育 界へ の影響 は大 きい と思 わ

れ る。

本 節(一)は 教 授 か らの聞 き取 り内容 の要点 で あ る。
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(1)公 、私 の バ ラ ン ス

1970年 代、 ノルウェーは石油大 国にな り、国 としては豊かにな り、国民 も全体 として は

豊かになったがそれ とともに貧富 の格差が拡大 した。

1992年 か ら2002年 までの10年 間で国民の生活 レベルは向上 してい るが貧富の格差 は拡大

してい る。 この ことについては、 アルケルバ ッケンの研究紀要があ る。

社会的一般的 には、 この有利 な条件 である富rikdom(英wealth)を どう活用 するか、

つま り私 的な富(ま たは財)と 公的 な富 とのバ ランスを どう図るかが課題 になってい る。

学校教育 に関 して も公立学校 と私立学校の割合 をどうす るかが課題である。 ノルウェー

は北欧諸 国の中で も私立学校が少 ない方である(ノ ルウェーの基礎学校=10年 制義務教育

学校では私立が2%)。 これをどうす るかは、9月11日 の国会選挙の争点になっている。

(2)個 人主義 と共同

[社会構造 と貧富の格差解消方向についての教育が課題ではないか という問いに対 して]

個人主義に よる貧富 の格差 の拡大が成 り立ちに くいような教育のあ り方、つ まり、個人

主義individualitet(英induvidualism)の 教育 と共 同(共 同性)fellesskap(英community ,

fellowship)の 教育 とのバ ラ ンス(教 授 は使 っていないが 「調和」 と言い換 えてもよいか?)

が成 り立 ちに くい ようになってい ることがノル ウェーの教育の問題であ り、 これ を教育的

にどうす るかが課題である。

今 までは個人主義(こ の場合、教授 によると、個人だけを重 ん じ各 人が 自分の ことだけ

を考 える精神傾 向。)が 強かった。授 業の中で個 人主義が強いか らではないか と思われる。

「自分で責任 をとる」。それだけでは強い環境の生徒 に有利 と考 えられる。

学校教育は、エ レベー ターの ようにみんなを向上 させ ることが 目的なのであるが、実際

は社会的格差 に応 じた多様化 が進行 している。
い

何で も自分のパ ソコンでする。共同でで きるもの、共同で居 られる場所が少ない。

教師は共 同で習 うことや寛容、他者 を助けることを も重視す る必要がある。

共 同で学 び得 る ものは何 なのか。 まず教師に認識 させ る必要が ある。 そこで教育課程

programmeの 改訂が必要である(注2)。

右 派は自由主義で、共同(性)の 減少 を心配 してはいない。左派は共同を重視 している。

シグマ ン ・バ ウマ ンは2002年 に学校 は対抗文化の場 で在 り得 ると説 いている(注3)。
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(3)学 校 評価 ・教 員評価

教員評価 は、個人主義 と共 同の問題 とは無 関係 である。

教員評価 は、 ノルウェーには元来は無かった。教員 の給料 は概ね、その教員が受けた教

育期 間、教員 としての勤務年限、責任(校 長、「主任」等の職務)の 三つで決 まっていた。

しか し、1995年 頃か ら教員間の競争の問題が議論 されるようにな り、 ここ数年 は優秀 な

教員にボーナスを付 けようとい う議論が行われて きて、実際、保守党o_の クレメ ット

教育研究大臣の下で2001年 か ら教 師へのボーナスbonusの 制度が導入 された。

教師へのボーナスは、その優 秀性 ・能力 に対する もので、それ 自体 は各学校 で決める。

国際的な教育、新 しい教育方法、新 しいプロジェク トな どに対する種 々のボーナスがある。

基準kriterium(criterion)は 一様には定め られていない。

教員組合は、 この制度 を認めた。総 じて この数年で教員の収入 は増加 した。

クレメ ッ ト大 臣の下で、学校 の レベル を明 らか にす るため に全国共通 テス トが行 われ、

結果の良い学校 は、ボーナス校bonusskole、 モデル校demonstrasjonskoleと された(注4)。

(4)ノ ル ウ ェー 国 教

ノル ウェーでは、そ もそ も学校教育が始 まったの も宗教教育 としてである。それゆえ学
X

校 における宗教教育 は今 も重要である。 人間は完全 な人 間 として見 ない といけない。 こ

の点、 フランスの世俗的学校の教育 は、間違 ってい ると思 う(注5)。
ヰ

み ん な の た め の学 校 、 み ん なが 理解 し合 え る た め の学 校 教 育 が 重 要 で あ る。humanist

(「人文 主 義 者 」、 「人 間 中心 主 義 者 」)も い るか らlivssyn(英philosophyoflife,view/

outlookonlife,faith人 生哲 学 、人 生観)を 含 め た授 業 が 必 要 で あ る。ノ ル ウ ェー国教(と

し て の 福 音 主 義 ル ー テ ル 教 一北川補足)は 、 ア メ リ カ の 創 造 主 義kreasjonisme(英

creationism)、 原 理 主 義fundamentalisme(英fundamentalism)の 福 音 主 義 キ リス ト教 とは

異 な って い る。ノル ウェ ー では ノ ル ウ ェー 国教 が あ った か らこそ オー プ ンな教 会 を保 つ こ

とが で きたの で あ る。 ノル ウェー 国教 の中 に多 様性 が あ るの で あ る(注6)。
X

ノル ウ ェー 国教 会 には女 性 の 牧 師 もお り、 リ リハ ンメ ル に は女性 の ビ シ ョップbiskop

もい る。ビシ ョップ は、ノル ウ ェー 国教 会 で は県fylkeskommuneで の牧 師 の リー ダーで あ
ヰ

る。なお、「プリス ビィ」は、 もう少 し小 さい地域 のリーダーである(注7)。

ノル ウェー憲法では 「政府閣僚 の半数以上は国の公教 を信仰 してい なければな らない」

(第12条 一北川補足)と されている。10年 後～40年 後には公教制度は無 くなるだろう。

KRL科 目に関 しては、 国連の人権委員会か ら批 判があ り、教育法改正 と教 育課程改正

が行われた。(こ の点後述 一北川)
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(二)ノ ル ウ ェーの宗教 と国教

上 記 ア イ ツ ヴ ォグ談話 か ら知 られ る よ うに、 ノ ル ウェー 国教 は欧 州 キ リス ト教 の 中で極

め て特殊 な位 置 に あ る。 これ につ いて の 的確 な概 括 的理 解 を有 す る こ とが ノル ウ ェー の教

育 を理解 す る上 で不 可 欠 で あ る。 そ こで ノル ウェ ー大使 館 公式 ホ ームペ ー ジNorway-the

of丘cialsiteinJapanで 検 索 す る と、「AschehougandGyldendal社 の ノル ウェー百科 事 典 よ り

編 集 」 と され た@2003NorwayPortalに よる 「その他 の宗 教 団体 」、 「ノル ウェー の宗 教」、

「ノル ウ ェー 国教 会」3項 目の記事 が あ る(注8)。 そ の三記 事 を再 構 成 し分 量約2/5に 縮 約

して次 に示 す 。

〔ノルウ ェーの宗教 と国教の現状 と歴史一 大使館公式記事の再編 ・縮約〕

ノル ウェーには福音ルーテル派に基づ くプロテス タン ト国教会がある。政教分離

は行 なわれていないが、すべての居住者 は1964年 の憲法改正後、 自由に宗教 を選ぶ

権利 を有す る。人 口の約88%は ノル ウェー国教会に属 してい るが、その信仰活動 は

大部分が個人的な ものであ り、礼拝その他の教会関係 の会合 に毎月2回 以上出席す

る人は約10%で ある。

国民の約5.9%は 他 の宗教組織 に所属 、約6.2%は どこにも属 していない。国教会

以外 の宗教教 団お よび生 活 コ ミュニテ ィーlife-stancecommunitiesに は、 ノル

ウェー ・ヒューマニス ト協会NorwegianHumanistAssociation63,000人 、イスラム

教60,000人 、ペ ンテコステ派運動45,000人 、 ローマ ・カ トリック教会40,000人 、福

音 ルーテル派 自由教会20,000人 、メソジス ト派13,000人 、等があ り他 にい くつか小

さな自由教会があ る(人 数は北川概約)。

上記 ノルウェー ・ヒューマニス ト協会 は、市民堅信礼プログラムなど、キ リス ト教

のライフサ イクル儀式 に代わる人道主義儀式 を会員 に提供 してお り、現在学校 で教

えているキリス ト教教育 に代 わる宗教教 育のあ り方議論 に も積極的に参加 している。

その他 の宗教で は概 ね、大多数が シーア派のイス ラム教徒55,000～65,000人 、殆

どがベ トナム出身者の仏教徒 が6,000人 、 ヒ ンズー教徒1,500人 、ユ ダヤ教徒1,000

人がいる。

少 数派の宗教 グルー プの リー ダ`.問 では学校 における宗教教育が宗教政策上の問

題 とされている。国教会はキ リス ト教の教理問答 をすべての公立学校で教 えるべ し

と規定 している。 しか し近年、 自由教会や生活 コミュニ ティーによって私立学校 も

作 られてきている。

ノルウェー国教会 は、 国王 を長 として戴 き国会Stortingを 最高立法(ママ)機関 と

してお り王室は福音ルーテル派の教えを実践す る義務 を負っている。国教会の政府
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による管理 を実 際に統括 しているのは国王である。文化 ・教会省 は管理責任 を有 し

てお り、 国会が教会関連の法律や予算 を成立 させ る。主教や参事会長 は全 て内閣が

任命する。教会 内で は総会GeneralSynodが 最高位 にある。

歴史的には、 ノルウェーはローマ ・カ トリック教国であったが1537年 に勅令でプ

ロテス タン トが採 択 され てノル ウェー 国教 会が 設立 された。1600年 代 初 め以 降、

ルーテル派正統教会が最高位の宗教 として君臨 し、 国教会以外 の宗教 は認め られな

かった。1700年 代、国教会 は敬慶派の影響 を受けた。敬度派 は ドイツに発祥 した個

人を重視す るル ター派の信仰復興運動であ り、信仰 と行動の結合 を重視 し、堅信礼

(1736年)や フォークス クール(1739年)を 始 める等、キ リス ト教 の信仰 と倫理の個

人生活化 に努 めた。1800年 代 には ノル ウェー全 土 に信仰復興運動 が起 こ り、平信

徒 の説教師(聖 職者 の訓練 を受 けてお らず、牧 師 として任命 されていない伝道者)

が宗教界 か らの承認 を得ず に聖書の伝 道 を始め、1842年 には平信徒 に よる説教 の

禁止が解 除 された。敬度 派や強力 な平信徒 運動 との結 びつ きは、 デ ンマ ークや ス

ウェーデ ンの教 会 とは異 なるノル ウェー国教会 の特徴 で ある。1900年 代 の ノル

ウェーのキ リス ト教社会 は、平信徒運動の理想 とその保守 的キ リス ト教解釈 による

ノルウェー聖職者へ の強い影響の下、 リベラル派 と保守派 との対立が 目立った。 し

か し1980年 代以降、教会や神学 に関す る見解 はさらに多様化 して きた。平信徒 によ

る説教が合法化 されたこ とで、様 々なキリス ト教 自由教会が設立 で きるようになっ

た。この中で最大の 自由教会がペ ンテ コステ派運動であ り、その他の主な 自由教会に

はノルウェー伝道ル`.テ ル派 自由教 会や ノル ウェー ・バ プテス ト連合 な どがあ る。

ノル ウェーのローマ ・カ トリック教会 は1850年 代 に再建 された後、盛 んにな り信徒

が増 えてい る。

(三)教 育管理庁の発足

教育管理庁Utdanningsdirektratetは2004年6月15日 付 け通知Rundskrivに よって設置 さ

れた。教育管理庁 の権限等、その発足 にかか る事項の要点 は、次の とお りである(注9)。

①教 育研究省UFDは 、1998年7月17日 の教育法及びその政令 、並び に2003年7月4日

の法律第84号 私立学校法friskolelovaに 基づ くその権限 の一部 を教育管理庁 に委任す る

delegereo

②2004年6月15日 、初等 中等教育 に関す る管理庁す なわち教育管理庁がUFDの 下 に新

しい組織 として正式 に発足 した。

③2004年6月21日 の新 しい通知 は2004年1月 ～6月 期間のノルウェー教育審議会へ の通

知 を改訂 して新管理庁 に前 ノルウェー教育審議会を継承 し管理する権能 を与 えた。
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④ 国の教育行政のこの改編 は、特殊教育支援制度の管理庁へ の編入 をも含む。管理庁の

内部行政及び国の行政実施のための経 済的資源は、UFDか ら管理庁への各年度の割当て

通知 によって配分 される。

⑤管理庁は、専門的行政的な課題 と要求 を伴 う権能 と行政のための機 関として設立 され

る。管理庁 は国の能力評価制度 に対 して、及 び、地方の全学校所有者 一 コムーネ、県及び

私 立学 校 一 が ノル ウェーの教 育 において果 たす能力 開発kvalitetutvikling(quality

development)の 業務arbeideの 監督 と支援 に対 してあ らゆる責任 を負 う。政府 は県の機

関 を通 じて、 この能力kvalitetが 必要 な国の基準 に適合する ことを確保する。管理庁 もま

た18の 県の教育部局が行 うこの業務の専 門的管理governanceに 対す る責任 を負 う。

(四)教 育法改正 と新KRL科

2004年 一2005年 、10年 制 の義 務教 育 学 校 で あ る基 礎 学校 に従 前 存在 したKRL科 目の あ

り方 が ノル ウ ェー教 育 界 の一 大 問題 で あ った 。

基 礎 学校 及 び後期 中等教 育 の教 育 課程 全 般 は2006年8月 に始 ま る2006/2007学 年度 か ら

改訂 され るの に対 して、 こ の科 目だけ は1年 早 く2005/2006学 年 度 か ら改 訂 され た。

この科 目は、1998年7月17日 の 「基 礎 学校 及 び後期 中等教 育 に関 す る法 律 」(lov17.juli

1998nr.610mgrunnskolenogdenvidaregaandeopplaering。 略 称oρρ1僻勿g∫10槻 「教 育法 」。

1999年8月1日 施 行)公 布 当時、 そ の §2-4で 次 の名称 で 定 め られて いた 。

(A)Pagetkristendomskunnskapmedreligions-oglivssynsorientering

しか し、2002年4月12日 の 法律 第10号 に よっ て §2-4を 含 む教 育 法 の改 正 が 行 わ れ 、

科 目名 は次 の よ うに改 称 され た。

(B}fagetkristendoms-,religions-oglivssynskunnskap

そ の後 さ らに2005年6月17日 の法 律 第106号(注10)に よ る教 育 法 の改 正 が 行 わ れ た 。

この 後 者 、2005年 の改正 前 と改 正 後 の教 育 法 §2-4の 規 定 は、 表1に 示 す とお りで あ る。

ただ し、 科 目の略称KRLは 教 育法 の 制定 当初 以来 変 わ って い な い。

この科 目の 当初名 称 は、(A)を 字義 通 りに訳 す と次 の とお りで あ る(注ll)。

(a)「 宗 教 指導 及 び 人生 観livssyn指 導 を伴 うキ リス ト教 知 識科 目」

とこ ろが 筆者 は2002年3月 迄(A)を 次 の よ うに邦 訳 して きた。

(b)「 キ リス ト教宗 教 道徳 科 目」

なぜ な ら、 まず(a)、(b)い ず れ にせ よ 「キ リス ト教 」 「宗教 」 「道 徳livssyn」 の 三

領域 の知 識(な い し学 問)の 教育 を含 む科 目 とい う こ とに な る(注12)。 また教 育 法 制定

以 来KRLは 「伝 道(説 教)し て は な らない」 と §2-4で 定 め られ てお り、 ノ ル ウ ェー

現 地訪 問 にお いて も 「キ リス ト教 の信 仰 を教 える科 目で はな く、キ リス ト教(に つ い ての)
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表1教 育法 §2-4旧 規 定 ・新 規 定 対 照

(北川邦一翻訳。両規定本文中の空白行は旧・新対照のため。)

旧 教 育 法 く1>

(2002年4月12日 改正後 かつ

2005年6月17日 改正前)

§2-4キ リ ス ト教 宗 教 人 生 観 科 の 授 業 〈3>。

宗 教 活 動 の 免 除 等 。

キ リス ト教 宗教人生観 科の授業 は、

・文化遺 産及 び福 音主 義ル ーテル 派信仰 と しての聖書

及び キ リス ト教の基礎 知識 ‡〈4>を与 え、

・他 の キ リス ト教宗派 の知識 ‡を与 え、

・他 の 世 界 宗 教 、 人 生 観 、倫 理 的 及 び 哲 学 的 問 題

emneの 知識 ‡を与 え、

・キ リス ト教 及 び ヒューマ ニス トのhumanistiske価 値

に対 する理解 ※と尊重 を増進 し、

・信仰 及 び人生観 問題trudoms-oglivssynssporsma1

につ いて異 なる理 解#を 有 す る人 の間で の理 解 ※と尊

重 と対 話能力 と を増進 しな ければな らない。

キ リス ト教宗 教 人生観科 は、通 常 は全 生徒 を集 める

べ き普 通の学 校科 目 である。 この科 目の授業 は伝道 で

あってはな らない。

キ リス ト教 宗教 人生観科 の授 業 をする者 は、始 めに

§1-2に 定め られた基礎 学校の 目的条 項 を取 りあげV>

かつ〈8>キリス ト教 、他 の宗 教及 び 人生観 の特 徴 を提 示

しな ければな らないく9>。同 じ教育原理 が様 々 な問題〈1°〉

の授業 の基礎 に据 え られな ければな らない。

生徒 は、彼 ら自身 の宗 教 、人生観 に よって他 の宗 教

の実践 あるい は他 の 人生観 への参加 の ために 、両 親の

文書 申告meldingに よって各学校 の授 業の この科 目部

分への 出席 を免除 され る。 この こ とは、学 級 の内又 は

外 での 宗教的活 動 におい て も可能 で ある。学校 は、 免

除 が申告 された場合 、可能 な限 り、特 に低 学 年段階 に

お いては 、教 育課程 内の異 な る授 業の権 利 を提供す る

とい う解 決 を探 さな ければな らない。

15歳 に達 した生徒 は、 自分 で第4項 の文書 申告 をす

るこ とが できる。

改 正:2002年4月12日 法律第12号(同 日政 令第349号

に よ り同年8月1日 施行)

新教育法〈2>

(2005年6月17日 改正後)

§2-4キ リス ト教宗教 人生観科 の授業く3>。

キ リス ト教宗教 人生観科 の授業 は、

・文化 遺産 と しての聖 書 及び キ リス ト教 の基礎 知識 ‡

を与 え、

・福 音主 義ル ー テル派 の キ リス ト教 理解 ※と他 の キ リ

ス ト教 宗派の基礎 知識 ‡を与 え、

・他の世界 宗教及 び人生観 の知識 ‡を与 え

・倫理的 及び哲学 的問題 の知識 ‡を与 え、

・キ リス ト教 及 び ヒューマニス トの価値 に対 する理解 ※

と尊重 を増進 し、

・信 仰及 び人生観 問題 につ いて異 なる理解#を 有す る

人 の間 での理 解 ※と尊 重 と対 話能 力 と を増 進 しな け

ればな らない。

キ リス ト教宗教 人生観 科 は、通 常は全生 徒 を集 め る

べ き普通の 学校科 目であ る。 この科 目の授 業 は伝 道 で

あっては ならない。

キ リス ト教宗 教人 生観科 の授 業 をす る者 は、キ リス

ト教 、他 の世界宗 教及 び人生観 の特 徴 を提 示 しな けれ

ばな らない。同 じ教育 原理 が様 々な問題 の授業 の基礎

に据 え られなけれ ばな らない。

改正2002年4月12法 律 第10号(2002政 令 第349号 に

よ り2002年8月1日 施行)。2005年6月17日 法

律第106号(2005年6月17日 政令第661号 によ り

2005年6月17日 施 行)

【訳 注 】〈1>出 典:http:〃www.lovdata.no/all/n1・19980717-061.html(2003.10.31当 時)。

<2>出 典:http:〃www.lovdata.no/cgi-wilt/1dles?doc=/al1/nt-20050617-106.html(2005.ll.30現 在)

〈3>詳 し くは 「キ リス ト教 知 識 、 宗 教 知 識 及 び 人 生 観 知 識 の科 目の 授 業 」 。

〈4>§2-4の 題 目及 びKRL科 目名称 詳訳 の 際 の 「知識 」の原 語 は`㎞mskap'。 第1項 各 号 ‡印 の「知識 」の原 語 は`kjennskap'。

<5>旧 規 定 第1項 第4、5号 及 び 新 規 定 第1項 第2、4、6号 中 の 「理 解 」の 原 語 に つ い て 。

※ 印 の 原 語 はforstang。 す な わ ちforsta(understand,comprehend,grasp,perceive)の 抽 象 名 詞 。

#印 の原 語 はoppfatning(understanding,comprehension,apprehension,interpretation)。

()内 の 英 訳 語 はEngelskstorordbokmetiFingerに よる 。 本 【訳 注 】で 以 下 同 様 。

(6)eitordinaertskolefagsomnormaltskalsamlealleelvaro

〈7>tautgangspunkt(toutgangspunktinoe:英 語takesomethingasone'sstartingpoint。

〈8>og(and)。<9>skalpresentere。 〈10>emne(thema,topics)。
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知識 を教 える科 目である」 と説 明されて きた。 しか も国の定 める教育課程基準laereplanと

それ に準拠 した教科書 を見て もノルウェー国教以外 の他宗教や非宗教的立場 についての知

識 も取 り上げ られている。それゆえ、便宜的に(b)と して問題 ない と考えていたのであ

る。

しか し、(A)は キ リス ト教知識が主で宗教(の 指導)、 人生観(の 指導)は それに付 随

す る科 目であるが、(B)は 「キ リス ト教」「宗教」「人生観」の三つ を並列 して対等に扱

う科 目であ り、詳 しく訳す と 「キリス ト教知識、宗教知識及び人生観知識 の科 目」 とい う

意味で ある。本稿以 降 は この新科 目を 「キ リス ト教宗教 人生観科 」 と訳 し、略称 は新

KRL、 旧科 目略称 は旧KRL、 特 に新旧区別の要がない場合 は単にKRLと す る。

上記2005年6月 の教育法 §2-4の 改正は、2002年4月 の教育法 §2-4の 科 目名称の変

更 と若干の規定 内容改正 に もかかわ らず、 §2-4の 規定ない しはそれに応ず る教育の実

態 を不満 とす る人 々が国連 人権 委員 会へ提訴 し、その結 果、 国連 人権委員 会か らノル

ウェー政府に事態改善の勧告 を経て為 された法改正である。

表1は 、 この法改正前後の教育法 §2-4の 旧規定 ・新規定の対照である。

(五)2005年 国会 選挙 と新 内閣 、新 ・教 育 省の発足

2005年9月ll日 、 ノ ル ウェ ーの 国会Stortingetの 議 員選 挙 が 行 われ た。 最 近 を主 と して 、

第二次 大 戦 後 の大 略動 向 を若 干 含 め て、 国会 の 政党 勢力 を示 す と表2の とお りであ る。

選挙 結 果 は 、大 略 、 そ れ ま で右 派 ・中道 連 立 の政 権 与 党 で あ った保 守 党H、 キ リス ト

教民 主 党KrF、 自由党Vは 合 わせ て44議 席 と減 少 し、従 来 そ れ よ り左 派 の野 党 で あ った 労

働 党Ap、 社 会左 党SV、 中央 党Spの 三 党合 計 が総 議席169の 過 半 数 を超 えて87a席 となっ

た。 なお 、議 会 内 で は最右 派 と見 られ る進 歩 党Frpの 大 幅 議席 増 も特 徴 で あ っ た。

結 局Ap、SV、Sp政 党 間 の交 渉 が 成 立 し、2005年10月17日 、 三 党連 立 に よ る新 内 閣が

発足 した。 首相 は イ ェ ンス ・ス トル テ ンベ ル グJensStoltenberg(Ap)、 首 相 を含 む 閣僚

総員 は19名(男10、 女9)、 うちAplO名 、SV5名 、Sp4名 で あ る。 新 内 閣の 下 で省庁 再

編が 行 わ れ る予 定 で、 教 育大 臣kunnskapsminister(MinisterofKnowledge)に は、 オ イ

ス タイ ン ・コー レ ・ユペ ダー ル()ysteinKareDjupedal(SV)、 関連 の 大 きい 文化 ・教 会大

臣kultur-ogkirkeminister(MinisterofCultureandChurchAffairs)に は トロ ン ・ギス ケ

TrondGiske(Ap)が 就任 した(注13)。

UFDは 同 日、新 大 臣 の就 任 発 表 とともに、2006年1月1日 か らKunnskapsdepaYtementet

へ と省 名 変 更す る こ と及 びbaynehageneが 新省 の事務 に属 す る こ とを発 表 した(注14)。

kunnskapの 語 を含 む新 大 臣肩 書名 、新 省 名 の 日本 語 表 現 で あ るが 、在 日ノ ル ウェー大

使館 は所 掌事 務 に即 して 「教 育大 臣」、「教 育 省 」と して い る。本 稿 も以 下 これ に倣 う(注15)。
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表2ノ ルウェー国会議員選挙結果(戦 後推移大要)

Parry 1945 65 85 97 2001 2005 政党 得 票率 瞬 計100%)

Total 150 150 157 165 165 169 (国会議席総数) 1997 2001 2005

A DetnorskeArbeidarparti 76 68 71 65 43 61 労働党 35.0 24.3

一

32.7

H Hegre 25 31 5a 23 38 23 保守党 14.3 21.2 14.1

KrF KristelegFolkeparti 8 13 16 25 22 11 キ リス ト教民 主党 13.7 12.4 6.8

Sp Senterpartiet Xo 18 12 11 10 11 中央党 7.9 5.6 6.5

SV SosialistiskVenstreparti 一 2 6 9 23 15 ※左派社会党 s.a 12.5 8.8

v Venstre 20 18 一 6 2 10 自由党 4.5 3.9 5.9

Frp Framstegspartiet 一 一 2 25 26 38 進歩党 15.3 14.6 22.1

DLF DetLiberaleFolkepartiet 一 一 一 一 一 0 自由国民党 o.a o.o o.o

RV RandValallianse 一 一 一 一 一

0 #赤色選挙同盟 1.7 1.2 1.2

Km NoregsKommunistiskeParti 11 一 一 一 一 0 共産党 0.1 o.1 o.o

Andre 一 一 一 1 1 U その他 1.5 4.2 1.8

資 料 源:①2001年11月2日 版 ◎Statistisksentralbyra,Stortingsvalet2001.Valderepresentantar

etterparti/vallisteogkjonn.Stortingsvala1945-200ユ(Rettet8.november2001),

http://www.ssb.no/emner/00/Ol/XO/stortingsvalg/arkiv/tab-2001-11-02-06.htm1022005

Statistisksentralbyra,http://www.ssb.no/emner/00/01/10/stortingsvalg/tab-2005-10-27-

02.htm1、 お よびhttp://www.ssb.no/stortingsvalg/tab-2005-10-27-21.htm1(2005.11.27現 在 確 認)

【注 】(1)政 党 名 の 略 記 と 邦 訳 は 在 日 ノ ル ウ ェ ー 大 使 館HP使 用 例 に よ る 。 た だ しSVの 大 使 館 訳 は

元 来 存 在 し た 「社 会 党 」 か ら 分 派 し た か と 思 わ せ る 。 語 義 訳 「社 会 主 義 左(左 翼)党 」 な

ど と す る 方 が 適 正 で あ ろ う 。#印 は 北 川 訳 。

(2)そ の 他Andreの 選 出 議 員 は 、2001年 は 海 岸 党Kystpartiet、1997年 は 政 党 横 断 的 選 出

TverrpolitiskFolkevalgte。 ま た 、2001年 、2005年 の 「そ の 他 」 の 得 票 率 は 海 岸 党 の

1.7%、0.8%を 含 む 。

なお、教育大臣の所掌 になるbaynehageneは 「子 どもの庭(園)」 であ り、 日本 の幼稚

園や保 育所 、それ らに類 似 の施 設 を意 味す る。 これに関す る行 政 は従 来、児童家 庭省

Barne-ogfamiliedepartementet(BFD)が 行って きた。他方、ノルウェーで も日本の 「学童

保育」 のような学童に対す る課外 の活動提供が学校施設 を活用 して行 われてお り、 これ に

関 しては従来 「教育法」 に規定が あ り、教育研 究省UFDが 所管 していた。2006年 か らは、

両者が新 ・教育省の下に一元化 されるわけである。

まとめに代 えて

本稿 は、2005年9月 に行 なった調査研 究訪問の うちの アイ ツヴォグ教授訪 問1件 の聞

き取 りと、その最小限度の関連事項 のノー トだけに とどまった。残 りの聞 き取 りノー ト等

の作成 は今後 の最優先課題である。
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そ の次 に は、新 た な政 権 に対 して も既 定 の課 題 と され て い る2006年 か らの ノル ウェー の

義 務 教 育 学校 及 び高 等 学校 の新 教 育 課程(注16)を 、 「社 会 科 、宗 教 ・道 徳 教 育 及 び生 活

指 導 に関す る比 較 研 究」 の 観 点 か ら継 続研 究す る こ とが筆 者 の課 題 であ る。

さ らに、今 回 の ノル ウ ェー旅 行 を通 じて新 た な課題 が 直接 的実 感 を もっ て明確 に なっ た。

す なわ ち、2005年 選挙 後 の 政権 変化 は既 述 の よう な早 速 の教 育 行 政施 策 の変化 を招 来 した。

しか し、 そ こで も触 れ そ の 夏 ノル ウ ェー で見 聞 した 「能力 開発 」 は、 ボ ンデ ヴ ィク政 権

(教育 研 究 大 臣 は保 守 党 ク レメ ッ ト)が2004年4月2日 国会 に提 出 した政 策 提 案 書 「学 習

の文 化」Kulturforluringに 基 づ い てい る(注17)。 これ は、 本 誌 前号 で 触 れ た 同 じ題 目

の 国会 委 員会 報 告 書 に見 られ る よ うに 国会 での 審議 を経 てお り相 当の修 正 はな された と思

われ る が、 同時 に相 当 の広 が りを もっ た合 意 を経 て、 「発 展 の た め の能 カー 基礎 教 育 に

お け る 能 力 開 発 戦 略2005年 一2008年 」KompetansforutviklingStrategifor

kompetanseutviklingigrunnopplceringen2005-2008と して 展 開 され た(注18)。 後者 は、

教 育研 究 大 臣:KristinClemet、 コム ー ネ全 国連 合KommunenesSentralforbund会 長

Leder:HalvdanSkard、 教 員 組 合Utdanningsforbundet委 員 長Leder:HelgaHjetland、

ノル ウ ェー教 員 団体NorskLektorlag委 員 長Leder:GroElisabethPaulsen、 県 立 学校 全 国

連合SkolenesLandsforbund連 合 委員 長ForbundslederI£der:GroStandnes、 ノル ウェー

(コ ム ー ネ立)学 校 長 連合NorskSkolelederforbund連 合委 員 長Forbundsleder:EliVinjeの

署 名 入 りの 政 策 で あ るだ け に、政 権 が代 わ っ たか らと言 っ て にわ か には変化 しない 内容 を

含 んで い る。

結 局 、KulturforluringとKompetansefoyutviklingと を下 敷 きに して、 教 育 課 程 に立 ち

入 って ノ ル ウェ ーの教 育 政策 、 教 育制 度 を研 究 す る こ と、 これ が教 育行 政 ・教 育 政 策 を専

攻 す る筆 者本 来の課 題 で あ る。

注

(注1)こ の 行 政 組 織 名 称 を 直 訳 す る と 「教 育 理 事 会 」あ る い は 「教 育 役 員 会 」な どで あ る が 、後 述 す る そ の

権 限 及 び性 格 に 即 して こ の よ う に表 現 して お く。 こ の 部 局 の ノ ル ウ ェ ー 語 略 称 は 未 確 認 で あ るが 、

URLで は`udir'が 用 い ら れ て い る。 な お、 同庁 に つ い て は本 稿(三)で 後 述 す る 。

(注2)ノ ル ウ ェー で は、2005年9月 現 在 、従 前 の基 礎 学 校grunnskole教 育 と高 等 学校videregaendeskole

及 び そ れ と結 合 した職 業 実 習 を含 む後 期 中等 教 育 とを併 せ て 「基 礎 教 育 」grunneopplaeringと い う

語 が 使 わ れ て お り、 この 基 礎 教 育全 体 の 教 育 課 程 改 革 が2006/2007学 年 度 か ら予 定 され て い るが 、

KRLの 教 育 課 程 改 革 は1学 年 度 早 く2005年8月 か ら行 われ た。な お`grunneopploering'と い う語 自体

はReform94、Reform97、1998年 教 育 法 で は 見 た 覚 えが な い。 この 複 合 語 を構 成 す る各 語 の 語 感 か

らは 用 語 法 が 変 わ った と思 われ る。

(注3)所 説 は 一 考 に値 す る とい う文 脈 で あ っ た。 論 者 の氏 名 綴 りは未 確 認 に終 っ た。

(注4)今 回 の 旅 行 で モ デ ル校 の 一 つ を 訪 問 した 。 そ の 学 校 の 状 況 は教 育 管 理 庁 に よ っ て 全 国 的 に 文 書 や

CD-romで 紹 介 さ れ てお り(学 校 名 、教 員名 は 仮 名)、 北 川 は そ の 文 書 の提 供 を受 け た 。
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モ デ ル 校 の 数 に つ い て は 、2005年6月2日 、 教 育 管 理 庁 へ74校 が 指 定 申 請 を 出 し 、 う ち10校 が

2005-2007年 の モ デ ル 校 に 選 定 さ れ 、 そ の 外2004-2006年 モ デ ル 校 の 中 の5校 が 引 き 続 き モ デ ル 校

と さ れ た(www.utdanningsdirektoratet.no/eway/、2005.11.23現 在)。

ま た 、 新 聞 で は 次 の よ う に 報 じ ら れ て い る 。

「2005年 、デ モ 校 は 、総 計2000万KON約1億4000万 円 を 特 別 報 酬 ま た は ボ ー ナ ス で 受 け 取 る 。 理 由 は

教 育 管 理 局 が ノ ル ウ ェ ー の 学 校 の 能 力 発 展 を 助 長 し た い と考 え て い る か ら で あ る 。 こ の 制 度 は 、 保

守 党 ク リ ス テ ィ ン ・ク レ メ ッ ト教 育 大 臣 に よ っ て3年 前 に 定 め ら れ 、 学 校 が 互 い か ら 学 ぶ べ き だ と

い う 、 ノ ル ウ ェ ー の 学 校 に お け る ポ ジ テ ィ ブ な 拡 大 効 果 を 与 え る こ と を 目標 と し て い た 。 モ デ ル 校

を 訪 問 す る 制 度 は 特 別 に 拡 大 す る の が 見 ら れ た 。 約 半 数 の 基 礎 学 校 と8割 の 高 校 が ど れ か の モ デ ル

校 を 訪 問 し た 。 選 ば れ る 学 校 は 、2年 間 モ デ ル 校 に な り、 約850万 円 ≒500.000NOKの 年 間 ボ ー ナ ス

を 受 け る 。」(Dagsavisen2005.11.26)

な お 、 関 連 し て 、 本 文(五)に 後 述 の と お り、2005年9月11日 の 国 会 選 挙 の 結 果 、 左 派 ・中 道 の 連

立 政 権 が 誕 生 し、10月27日 、SV「 左 派 社 会 党 」 の オ イ ス テ ン ・デ ュ ペ ダ ルfdysteinDjupedal教 育

大 臣kunnskapsministerは 、 第4及 び7学 年 の 生 徒 に 対 し て 計 画 さ れ て い た2006年 春 の 国 家 試 験 は

行 わ な い と 決 定 し た(http://www.udir.no/eway/、2005.11.23現 在)。

(注5)※ 印 の 「完 全 な 人 間 」 は 世 俗 的 生 活 だ け で な く精 神 生 活 の 主 体 で も あ る 一 人 の 人 間 の 全 体 と い う 意

味 と 思 わ れ る 。

(注6)#印 の 「み ん な 」 は 他 宗 教 ・宗 派 、 非 宗 教 の 人 も 含 め て 、 と い う 文 脈 で あ っ た 。 な お 、 こ の 時 、 通

訳 者 を 通 じ て 、 キ リ ス ト教 世 界 あ る い は 少 な く と も ノ ル ウ ェ ー で`humanist'と 言 う 時 に は 、 「特 定

の 宗 教 ・宗 派 の 信 仰 を 持 た な い 」 人 と い う 強 い 響 き を も っ て い る こ と が あ る こ と に 気 づ か さ れ た 。

(注7)※ 英 語 のbishopは 一 般 に は 教 会 の 「僧 正 」、 「司 教 」 ま た は 「監 督 」 な ど と 訳 さ れ る 。

#印 は`presbyterian'の 略(英Presby.)で`episkopa1'(英episcopal監 督 、 主 教 、 司 教)の こ とか 。

(注8)http://www.norway.or.jp/facts/religion/(2005.11.27現 在)。

(注9)資 料 源:①http://odin.dep.no/ufd/norsk/dok/regelverk/rundskriv/(2005.12.3現 在)。

②http://utdannings.noの03.aug.05日 付 のForside記 事Ansvarforutdanning。

03http://odin.dep.no/kd/english/topics/education/compulsory/045071-150002/dok-

bn.html(2005.12.3現 在)

な お 、`rundskrive'に つ い て は 、 辞 典 で 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。

`rundskrive:departmentalcircular
,administrativedirective,administrativecircular,COMMENT:A

rundskrivisanadministrativedocumentdisseminatingdirectives,instructionsandguidelines.It

indicatesthemannerinwhichtheGovernmentunderstandsthelawandintendstoapplyit'.(RonaldL.

Craing,Stoynoysk-engelskjuridiskordbok,universitetsforlaget,oslo,1999)o

(注10)「 教 育 法 及 び 私 立 学 校 法 の 改 正 に 関 す る 法 律 」Lovomendringariopploer玉ngslovaogfriskolelovaに よ

る 。 資 料 源:http://www.10vdata.no/all/nl-19980717-061.html(2005.11.29現 在)。

(注11)な お 、 こ の 科 目 名 称 中 の`kunnsukap'の 語 訳 は 難 し い が 、 概 ね 「知 識 」 な い し 「学 」、 「学 問 」 で あ

る 。 諸 辞 典 で は`kunnskap'の 意 味 に つ い て 次 の よ う に 示 さ れ て い る 。

①Engelskstoyoydbok:knowledge[知 識]、information[情 報]、apPrehension[理 解 コ、cognition

[認 識]。 ②Norsk-engelskstorordbok:knowledge、information。 ③Stornorskfranskordbok:

connaissance[知 識 、 造 詣 、 素 養 、 学 問]、(viten)savoir[知 識 ・学 識 ・学 問]、science[学 問 ・科

学 〕。 ④Fyanskordbokconnaissance,savoir,science。 ⑤ ノ ル ウ ェ ー 語 ノ ル ウ ェ ー 語 辞 典Norsk

ordbok:1.kjennskap[知 識]、2.viten[knowledge,know-how,cognition,cognizance]、1(erdom

[学 識];innsikt[洞 察 、 理 解 、 知 識 、 悟 り]。

上 記 で[]内 は 、 さ ら に 辞 典 を 参 考 に し て 適 合 度 が 多 い と 思 わ れ る 意 味 を 北 川 が 付 け た 。

上 記 辞 典 の 名 称 、 性 格 、 著 者 、 発 行 者 、 発 行 年 は 次 の と お り。 ①EngelskstorordbokmetiFingey
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Engelsk-nrsk/Norsk-engelsk,英 語 ⇔ ノ ル ウ ェ ー 語CD-rom辞 典 、Kunnskapsforlaget,Aschehoug&

Co(w.Nygaard)A/SogGyldendalASA,Oslo,XOO1;②Nock-engelskstorordbok、 ノ ル ウ ェ ー 語 英 語 大

辞 典 、Kunnskapsfc)rlaget,Aschehoug&Co(w.Nygaard)A/SQgA/SGyldendal,Oslo,1986、 ③

StorNoskfranskorbok、 ノ ル ウ ェ ー 語 ⇒ フ ラ ン ス 語 大 辞 典 、LarsOttoGrundt,Universitetsforlaget,

2.utgave,1994、 ④Franskordbok40Nosk-fransk,Fransk一 ハb曲 、 ノ ル ウ ェ ー 語 ⇔ フ ラ ン ス 語CD-

rom辞 典 、Kunnskapsforlaget,TEXTwareA/S,Copenhagen,1999、 ⑤Noskoydbok,ノ ル ウ ェ ー 語

ノ ル ウ ェ ー 語 辞 典 、Kunskapsforlaget,H.Aschehoug&Co(w.Nygaard)A/SogA/SGyldendalNorsk

Forlag,Oslo,19980

(注12)`livssyn'はliv(≒ 英life)とsyn(≒ 英eyesight,sight,vision,spectacle)の 合 成 語 で 、 上 記 辞 書 ①

で はphilosophyoflife,view/outlookonlife,faithと あ る 。 北 川 はKRLの 内 容 と 日 本 の 科 目 と を 合 わ

せ 考 え て 従 来 「道 徳 」と して き た が 、今 回 の 研 究 旅 行 、特 に ア イ ッ ヴ ォ グ 談 話 を 経 て 、道 徳 よ り も う 少

し 精 神 性 が 強 い も の と 思 わ れ て き た 。 ま た 、 高 等 学 校 の 「宗 教 及 び 道 徳 」Religionogetikkに つ い

て の 国 の 教 育 課 程 基 準 漉replanに お い て 、1yvssynはfilosofiやetikkと 並 列 的 に 用 い ら れ た り も し て

い る 。 こ れ ら を勘 案 し て 、 今 後 さ ら な る 適 訳 を 見 出 す ま で 、lyvssynは 「人 生 観 」 と 訳 す こ と に す る 。

(注13)Pressemelding,Nr.191/2005,Dato:26.10.05、

http://odin.dep.no/smk/norsk/aktuelt/pressesenter/pressem(2005.12.3現 在)

(注14)Norway-theo血cialsiteinJapan,httP://www.norway.or.jp/(2005.12.3現 在)

(注15)http://www.utdanning.no/dep/porta1/(2005.12。3現 在)。 な お 、 注(11)前 記 のEngelskstor

ordboknetiFingerで は`barnehagene'に つ い て 「1.gedagogiskinstitusjon(教 育 施 設)kindergarten,

nurseryschool(skolelignende学 校 の よ う な),day-carecentre(britisk英 国 の),day-carecenter

(amer.米 国 の),crさche(britisk英 国 の 、forsvoertsmabarn特 に 小 さ い 子 ど も の た め の)」 と あ る 。

ノ ル ウ ェ ー 語 の 後 の 邦 訳 は 北 川 付 記 。

(注16)例 え ばhttp://www.kunnskapsloeftet.no/(2005.12.6現 在)中 の 記 事`Kunnskapsleftetforallefra

h②sten2006、RegjeringenharavgjortatKunnskapsloftetskalstartesompianlagthasten2006,°ogsa

innenvideregandeopplcering.Beslutningenerfattetetterengrundigwrderingderalleberのrteparter

harfattkommeframmedsinesynspunkter'。 及 び 記 事`Nyeloereplanarut°pah②yring.

Utdanningsdirektoratetinviterertilhoyring°paf6rslagtilSJUnyeloereplazaar,ogalleinteresserteblir

gifthovetilauttalesegomforslaga'.等 、参 照 。

(注17)資 料 源http://odin.dep.no/filarkiv/222876/kompetanseutvikling_bokmal.pdf(2005.12.06現 在)。

(注18)http:/γodin.dep.no/ufd/norsk/terra/satsingsomraade/kvalitetsutvalget/bn.html(2005.12.6現 在)。

Kompetanseutviklingは 英≡訳 でKnowledgeProynotion。
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